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【プレゼンテーション】 

○事務局 

みなさま、おはようございます。公開プレゼンテーションの開会に先立ちまして、本

日のスケジュールをご説明いたします。お配りしております緑の冊子の１ページをご覧く

ださい。本日、これより１１時１５分ごろまでのお時間で、平成３１年度実施協働推進事

業公開プレゼンテーションを開催します。平成３１年度に２年目の事業としての実施に向

けてご提案いただきました行政提案型協働推進事業２事業のプレゼンテーションをいただ

きます。１０分間でプレゼンテーションいただき、１０分間の質疑応答を予定しておりま

す。短い時間ではありますが、時間内でまとめていただきますよう、ご協力をお願いしま

す。プレゼンテーションは、開始から中間を過ぎたところで、１回ベルを鳴らします（ベ

ルを１回鳴らす）次に終了１分前に、再度ベルを鳴らします。（ベルを１回鳴らす）終了

時点で、２回ベルを鳴らします。（ベルを２回鳴らす） 

 これをもってプレゼンテーションは終了です。発表者の方は途中であっても終了して

ください。その後、質疑応答を行います。質疑につきましては、疑問点等を解消し、採否

を判断する上での判断材料となります。限られた時間の中で、できるだけ疑問点等を解消

するため、質問及び回答につきましては、一問一答形式でお願いします。 

 ２事業のプレゼンテーション終了後、市民活動推進委員会による事業の評価を行いま

す。評価会議は、非公開とさせていただきます。ご理解のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。 

なお、市民活動推進委員会委員は、自らもしくはご家族が関係する団体の提案事業の

評価を行うことができない仕組みとしています。 

 平成３１年度を２年目として提案された事業は、平成３０年度を１年目として実施し

ている事業の中間及び２年目の具体的な事業の事業計画等を、「協働プロセス」「事業内

容の評価」「協働プロセスと事業内容の評価を踏まえた総合評価」の視点から評価します 

平成３１年度実施事業は、本日の結果を受けて、市長が最終的に決定します。結果に

つきましては、提案団体の皆さまに、１２月下旬に書面でご連絡いたします。また、市ホ

ームページ等でも一般に公表してまいります。採択された場合、提案団体の皆さまには、

市のパートナーとして、事業を実施していただきます。事業の実施にあたっては、公共の

担い手として、一定のルール、例えば法令遵守、説明責任、情報公開などを守っていただ

くことになります。また、事業終了後に予定されている、実施報告会の場で、事業実績と

収支決算の内容を報告していただきます。７ページ以降は、今回ご提案頂いた企画書、収

支予算書を掲載しております。なお、本日の公開プレゼンテーションの様子は、広報紙・

ホームページ掲載用又は記録用として写真撮影をさせていただきます。あらかじめご承知

おきください。最後になりますが、会場内に、市民活動げんき基金補助事業の原資となり

ます市民活動げんき基金の募金箱を用意しております。ご来場の皆さまにも、制度の趣旨

をご理解いただき、ご協力いただければ幸いでございます。以上でございます。 
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それでは、ただいまから平成３１年度実施 協働推進事業公開プレゼンテーションを

始めます。はじめに、茅ヶ崎市市民活動推進委員会の大江守之委員長よりごあいさつ申し

上げます。 

 

○大江委員長 

みなさま、こんにちは。只今ご紹介頂きました市民活動推進委員会委員長の大江でござ

います。プレゼンテーションの開催にあたり一言ご挨拶申し上げます。 

この協働推進事業は、多様化する市民ニーズや、より効果的な行政経営を目指し平成

１８年度から運用を開始し、既に約１００事業を実施してまいりました。運用以来複数回

の制度改正を行いながら現在の仕組みになり、運用しています。 

現在の制度では、事業期間を２年間と想定したうえで提案いただき、協働推進事業終了

後の継続のあり方に配慮した形態となっています。このプレゼンテーションは、来年度が

初年度となる事業と合わせて、来年度が２年目の実施となる事業を評価する目的でござい

ますが、今年度に関しては、新規事業の提案がないことから、来年２年目を迎える２事業

のみのプレゼンテーションとなりました。本日は、例年よりコンパクトではありますが、

来年度の事業の実施に向けた有意義な機会となるよう進めてまいります。 

それでは、本日出席の委員を紹介いたします。 それでは、今日出席している委員を

紹介いたします。 

中川 久美子（なかがわ くみこ）副委員長でございます。 

草野 正弘（くさの まさひろ）委員でございます。 

西野 義一（にしの ぎいち）委員でございます。 

森 祐一郎（もり ゆういちろう）委員でございます。 

椎野 典子（しいの のりこ）委員でございます。 

秦野 拓也（はだの たくや）委員でございます。 

北川 哲也（きたがわ てつや）委員でございます。 

髙橋 準治（たかはし じゅんじ）委員でございます。 

伊藤 隆（いとう たかし）委員でございます。 

岩壁 榮（いわかべ さかえ）委員でございます。 

 私を含め以上の１１人の委員でプレゼンテーションを進めてまいります。なお、本日

は、石田委員及び水島委員が所用により欠席でございます。御了承ください。それでは、

平成３１年度実施協働推進事業公開プレゼンテーションを開会いたします。 

 

○事務局 

 ありがとうございました。それでは、プレゼンテーションに移りたいと思います。 

 「茅ヶ崎公園体験学習センター『はまかぜ菜園』等管理運営事業」のプレゼンテーシ

ョンに移ります。ご準備のほどよろしくお願いいたします。 
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 なお、この事業でございますが、昨年度は施設名称が定まっておらず、「（仮称）茅

ヶ崎公園体験学習施設」でございましたが、今年度「茅ヶ崎公園体験学習センター」と名

称が確定いたしましたため、事業名を変更してございます。ご了承ください。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 

○青少年課 

 おはようございます。青少年課の半田と申します。 

 「茅ヶ崎公園体験学習センター『はまかぜ菜園』等管理運営事業」につきまして、ま

ず市のほうからご説明をさせていただきます。 

 今、市民自治推進課様のほうからご説明があったとおり、施設名につきましては、前

回「（仮称）茅ヶ崎公園体験学習施設」ということで１年前は公表させていただいたとこ

ろですが、ことし６月に議会を通りまして、「茅ヶ崎公園体験学習センター」という正式

名称になりました。 

 なお、下に書いております愛称につきましては、ことし２月から３月に市民提案をい

ただきまして、そこからいただいた候補を、愛称投票を経て、「うみかぜテラス」という

名称が７月に決まりました。なお、この名称を決めたのは、市内の松林小学校２年生の女

の子が出した名前でございます。 

 工事の進捗状況ですが、１年前にこれとは別の写真をお見せしたところ、１年前はま

さに基礎工事をやっていたところなんですが、今は、実はきのう工事が終わりました。１

２月中旬に引っ越し作業を始めまして、１月５日にオープンを迎えるという状況になって

おります。 

 今回の協働推進事業でございますが、赤丸がついております「はまかぜ菜園」を市民

活動団体さんと一緒に展開していくというものでございまして、明日から最初の事業が始

まります。この間につきましては、ここの実際の見学だとか、どういうふうに進めていく

かという協議をしてまいりました。 

 市の役割としてございます広報、どういうものをやってきたといいますと、広報「ち

がさき」でのＰＲ、公式のフェイスブックページ、私たち施設のほうで持っておりますフ

ェイスブックページ、また、市庁舎のデジタルサイネージ等でやってまいりました。おか

げさまでかなりの満席率でいただいております。 

 市のほうの再度のご説明になりますが、今月２２日には開所式、オープニングイベン

トをさせていただいて、来年１月５日に開館を迎えるというような状況になっております。 

 市のほうからは以上になります。 

 

○半農半Ｘを楽しむ会 

 皆さん、おはようございます。半農半Ｘを楽しむ会、代表の長谷と申します。きょう

は、私を含めて、山口、久保田の３名で伺っております。 
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 「『はまかぜ菜園』等管理運営事業」ということで、今、１月からオープンというこ

とで準備のほうを進めさせていただいております。 

 まず、「はまかぜ菜園」の目的としましては、ここで重複している部分はあるんです

が、子どもからお年寄りまで、多世代にわたって触れ合い、そこで土に触れたりとか、農

に触れるというところを、その機会を与える場所ということを目的としています。 

 ここに書いていますように、「気軽に楽しく」というところがとても大事にしたいな

というところでありまして、どなたでも簡単にご参加されて、気づくと農的な暮らしだっ

たり、ライフワークというところを進めるきっかけとなればというふうに考えております。 

 そう考えたときに、普通に一般的な畑をやるというところですと、なかなか敷居が高

いんじゃないかなということで、ちょっと今回は趣向を変えて、ポタジェ菜園を学ぼう、

つくろうというところで置かせていただきました。最近わりとはやって、ホームページと

か、書籍とか、充実してきているんですが、フランス生まれの家庭菜園ということで、ポ

タジェ菜園というところを採用させていただこうと思っています。 

 このポタジェ菜園というのが、野菜だけではなくて、こちらの写真にありますように、

ハーブであるとか、果樹であるとか、そういったものを混栽、混植させることで、目と舌、

楽しみながら、見た目もきれいで美しく、また、味も楽しめるということで、総合的なと

いいますか、多様性に富んだ菜園ということで、非常にすばらしいなと。そういったとこ

ろを切り口にすることによって、お庭いじりから始められるような方であったりとか、そ

ういう手軽に入り込めるんじゃないかなということで、より楽しく進めていただけるんじ

ゃないかなというふうに思っています。その辺を微生物なんかの話をしながら、日本独自

の発酵というところを取り入れて、土の育て方、野菜の育て方なんかを座学、実践を通じ

て学んでいきたいと思っております。 

 スケジュールに関しましては、早速あしたから始めたいと思っておりまして、そこは、

ポタジェとはなんぞやというところから、野菜づくりであるとか、土づくりとか、そうい

う基本的なところをまずは座学でお伝えしていきたいと思っております。１月、来年から

は、実際に１月から３月ぐらいをめどに、レンガであったりとか、土地のアップダウンを

つけたり、材木を使ったり、ＤＩＹしていきながら、基礎づくりといいますか、ベースに

なるものをつくっていきたいと思っております。 

 そして４月からは、実際にできたベースのところに対して、果樹とかハーブとか野菜

とか、そういった苗だったり種とかを植えていきたい。そうすることによって、色彩豊か

な菜園なんかを育てていきたいと思っております。 

 その中で春夏秋冬、旬のものですね。季節のものを植えて、季節のものを食べて、そ

ういったところを味わいながら、旬を知っていただいて、子どもたちの食育にもつなげて

いきたいというふうに考えております。 

 以上になります。どうもありがとうございます。 
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○事務局 

 ありがとうございました。 

 それでは質疑に移ります。委員長よろしくお願いします。 

 

○大江委員長 

 それでは、ご質問のある方お願いいたします。どうぞ伊藤さん。 

 

○伊藤委員 

 どうもありがとうございました。 

 このテラスは非常に海に近いし、潮風、砂がだいぶ舞い込んでくるんだと思いますが、

ポタジェをやるに当たって、そういったものに対する配慮とか、あるいは、どういったも

のを避けるべきなのか、どういったものが植えるべきなのかということはどういうふうに

お考えでしょうか。 

 

○半農半Ｘを楽しむ会 

 周りに防風林があるというふうに承知しているんですが、ただ、それに加えて、これ

は野菜をそのまま植えてしまうと、風にさらけ出すような形になりますので、まずは果樹

を植えたりとか、あと、ちょっとした物を置くことによって、これはどこに置くかという

のが大事であって、南風、特に海風が多いと思いますが、そちら側に障害物、障壁となる

ようなものを、かわいい、例えば、小屋ではないんですけれども、ちょっとした物置であ

るとか、堆肥置き場であるとか、そういったものを置くことによって、より風の害という

のを防ぎたいなというふうには考えております。 

 

○大江委員長 

 どうぞ椎野委員。 

 

○椎野委員 

 ありがとうございました。 

 昨年１年間体験されまして、そして、ここの目的の中に、いろいろな世代が土に触れ、

自然を学ぶ機会ということで、子どもたちが好きになるとか、得意になるということがあ

りましたけれども、例えば、この１年間を通して、子どもたちが土に触れて、今まで、例

えば、虫にも触れなかった、土には全く縁がなかった子どもたちが、ちょっと変化を起こ

したんじゃないかと思うんですが、そのような変化が、１年の間にどのような変化が見ら

れましたか。 

 

○半農半Ｘを楽しむ会 
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 １月開所ということで、これからにはなるんですが、ただ、私個人の経験としては、

香川公民館さんとかと一緒にやらせていただく中で、最初は手袋で土に触れたくないとい

うお子さんたちが、最終的には土に触れて楽しめるようになったということで、その辺の

効果はすごく期待しているところであります。 

 

○椎野委員 

 ありがとうございました。 

 

○大江委員長 

 どうぞ森委員。 

 

○森委員 

 ありがとうございました。 

 いろいろプランをご説明いただいて、すごい可能性を感じたんです。参加されるのは

４０名ぐらいということですけれども、それ以外の方でも、例えば、進捗を見ながら、自

分の気持ちの上で参加していたりとか、具体的に自分の菜園とかでそれを参考にしてやっ

ていくということもありますし、４０名以外の方でも参加できる仕組みというのは、つく

り上げたらできると思うんですよ。そういったものというのは具体的にお考えですか。例

えば、インターネットを使ってとか、見せるものをつくるとか。 

 

○半農半Ｘを楽しむ会 

 ユーチューブであるとか、そういったものを加えるとかもそうかもしれないですけれ

ども、今回、残念ながら、１２月に実施のものに関しては４０名様と切らせていただいて

いますけれども、できるだけ人が交流できるように、固定のメンバーでやっていくという

よりは、随時人が出入りするような仕組みというのをつくりながら、なるべく多くの人に、

目標はあくまで、より多くの方々にお家に帰っていただいて、家庭菜園に取り組んでもら

うというところですので、そこはこれからいろいろアイデアを出しながらしていきたいと

は思っております。 

 

○大江委員長 

 ほかはいかがでしょうか。どうぞ。 

 

○北川委員 

 どうもありがとうございます。 

 いよいよスタートというところで、この４月から準備をしてこられて、実施体制とか、

スタッフがふえたとか、そのあたりはありますでしょうか。 
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○半農半Ｘを楽しむ会 

 スタッフ自体は変わらずということではあります。準備というものに関しましては、

私個人的に、ポタジェというものもとても新しい試みですので、まずはそこを自分自身学

んで、自分の畑でもやりながら、トライ・アンド・エラーを繰り返しているような状況で、

そこがある程度回るようになってから、また仲間のほうも今後ふやしていきたいなという

ふうに考えております。 

 

○大江委員長 

 それでは、どうぞ。 

 

○草野委員 

 私も、いよいよ開始だという形で期待している一市民でございまして、その中で、あ

したとかに実際にやるということなんですけれども、この集まりのほうが子どもから高齢

者という形が入っていますけれども、今回の４０人のメンバーの中はどのような構成にな

っているか、教えていただけますでしょうか。 

 

○青少年課 

 市のほうからお答えさせていただきます。一番下の子が９歳で、上が、年代でお聞き

していますので、８０～９０代の方もいらっしゃいます。一番多いのは６０、７０ぐらい

の世代の方が多かったかなという印象を受けております。 

 以上でございます。 

 

○草野委員 

 ありがとうございます。 

 

○大江委員長 

 どうぞ伊藤委員。 

 

○伊藤委員 

 大変私も期待していますが、おそらく今後長きにわたって続けていくには、４０人が

１，６００人、１，６００人がまた４０倍になっていくというのが理想なんだと思います

し、それが一つの指標になるかと思うんですが、先ほど伺ったのは、茅ヶ崎、私のところ

も東海岸なので、海風、潮風が強くて、なかなか菜園が難しいんですね。そういった意味

で、うみかぜテラスは、まあまあ皆さんが面倒を見るので、比較的いい環境なのかと思い

ますが、今後、子どもたち、あるいは家族たちが持ち帰っていって、どの程度茅ヶ崎が持
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ち庭があるかどうか、あるいはベランダ菜園なのかどうか、あるいは、今はスポーツセン

ターになってしまった、ああいった共有、みんなが使える農業施設があるかどうかわかり

ませんが、そういった場所、場所に展開するためのすべを皆さんが教えていく、あるいは

伝えていくことがとても大事なんだと思うんですね。非常にケース・バイ・ケース。南だ

と、比較的マンションが少ないので、一戸建てが多いんですけれども、浜見平などだとベ

ランダ菜園になると思いますし、そういったことに関して、４０人だといろいろな背景の

方々がいるんだと思うんですね。どういったふうに技を伝えていく、心を伝えていくとい

うふうにお考えでしょうか。 

 

○半農半Ｘを楽しむ会 

 ベランダの方も場合によっては畑を借りてというケースもあると思いますし、あとは、

プランターを使っていろんなものを組み合わせてコーディネートしていくという楽しさも

伝えていきたいと思っておりますし、その中でも、何よりも植物に対しての興味であると

か、自然を見る目、例えば風を防ぐためにツル製のものを、例えば、台風の多い時期には

植えるとか、イネ科のものを植えて障壁にするとか、そういった創意工夫というのも考え

る力であるとか、臨機応変に自然に対して対応できるという、そういった知恵であるとか、

力というか、そういったものも養っていきたいと思っておりますので、本当に楽しむだけ

ではなくて、そういうことを知っていく、または興味を持っていく。まちを歩いていると、

何が植わっているんだろうとか、それは野菜だけではなくて、果樹だったり、普通の花だ

ったり、そういったものに感性を向けられるような感覚というのを養っていきたいなと思

っていますので、そういう意味では幅広い感覚というのをここでは養っていきたいなと思

っています。 

 

○大江委員長 

 もうおひとかた、ご質問があれば最後に。じゃ、どうぞ。 

 

○中川副委員長 

 私も中海岸に住んでいまして、すぐ近くのうみかぜテラスの前をよく通って海に行っ

ているんですけれども、とても期待しているんですけれども、こういうのを運営していく

のには、事業概要書に書いてありますように、協働の役割の中のボランティアと必要人員

の確保というのがとても大事だと思うんですね。ただ募集して、集まってくる方たちもい

ると思うんですけれども、その方たちのコアの運営できる体制みたいなものを、ぜひ行政

のほうも一緒に考えてあげて、コアの応援グループみたいなものがしっかりできていって、

そこから広がっていくという運営体制を心がけていただけたらなというふうに思います。

これは要望ですけれども。 
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○大江委員長 

 ではちょうど時間になりましたので、これで質疑を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。 

 

○事務局 

 ありがとうございました。 

 半農半Ｘを楽しむ会様、青少年課様からのご提案でした。ありがとうございました。 

 それでは、次の事業に移ります。 

 「郷土資料デジタルライブラリー推進事業」について、ご準備をお願いします。 

 それでは、次の事業でございます。「郷土資料デジタルライブラリー推進事業」、特

定非営利活動法人湘南ふじさわシニアネットの皆様、図書館からのご提案でございます。

よろしくお願いします。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 皆様おはようございます。茅ヶ崎市立図書館の小原と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。認定ＮＰＯ法人湘南ふじさわシニアネットさんと協働の「郷土資料デジタ

ルライブラリー推進事業」についてご説明申し上げます。 

 まず、私のほうから３分程度、今年度の取り組みの大枠をお話しいたしまして、その

後、シニアネットさんから個々の内容を詳しくご説明いただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 まず、郷土資料デジタルライブラリーですが、こちらは、図書館で持っている茅ヶ崎

について書かれた本ですとか、古い絵はがきなどを中心に、インターネットで公開をしま

して、たくさんの方に見ていただこうというものになります。このあたり、昨年のプレゼ

ンテーションでもご説明いたしましたので、詳しいことは割愛させていただきます。 

 今年度の取り組み、こちら、スライドのとおりとなりますが、大きくは２つございま

す。１つは、郷土資料デジタルライブラリーをつくって、ホームページ上で公開をするこ

と。もう一つは、年３回のワークショップと１回のシンポジウムを開催することでござい

ます。デジタルライブラリーの本格的な公開は今月を予定しているんですが、既にテスト

版を公開しておりまして、今、皆様のスマホからでも図書館のホームページから、トップ

ページからリンクを貼って、ご覧いただくことができるようになっております。 

 こちらの取り組みのテーマ選定のワークショップを６月１７日に行いました。そして、

体験セミナーを先月１１月１７日、それから年明け１月１９日には活用ワークショップと

３月にはシンポジウムを予定しております。これを実現させるために、こちらのスライド

のとおり、月１回、定例会議を設けるという計画だったんですが、実際は２回開催する月

もございました。 

 この後、シニアネットさんから実際の取り組みについてご説明いただくんですが、こ
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ちらのスライドにあるものは、表から見えるお話でして、実はその裏側では、このスライ

ドにあるほかに、何度もご来館いただいています。資料の下見とか確認から、実際のスキ

ャン作業も納得のいくまで何度も撮り直しをされたりなど、よりよい資料にしようとか、

よりよいサイトにしようという熱意を持って、皆様にご尽力いただきました。 

 また、このワークショップ、セミナー開催のときに、広報でプレスリリースを打って

いただいたり、ケーブルテレビのデイリーニュースのゲスト枠を確保していただいて、出

演、ＰＲをいただいたりいたしました。 

 ということもあって、この事業が単なる委託ではなくて、協働でできたこと、そして、

シニアネットさんがパートナーとして一緒に取り組めたということは、本当に心から感謝

しています。代表の小林さん、プロジェクトリーダーの影浦さん、それから、資料を整え

ていただいた山本さん、サイトをつくっていただいた瀬下さん、松本さん、素敵なチラシ

をつくっていただいた板津さん、そして、Ｗｉ－Fｉでもご協力いただいた安岡さん、そ

のほか、裏側で私たちの知らないところでたくさんの方が動いていただいたかなと思って

おります。また引き続き来年度も一緒に取り組めたらありがたいなと思っております。 

 ということで、それではバトンタッチしまして、シニアネットさんから詳しい内容を

ご発表いただきたいと思います。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 小原さん、どうもありがとうございました。シニアネットの小林です。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 影浦と申します。本日はよろしくお願いいたします。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 では、引き続いて、どんなことをやったかを説明させていただきます。 

 今のお話のように、予定どおりいっているんですけれども、最初にどの資料をデジタ

ル化するかというのが非常に問題になりまして、これはかなりいろいろ検討したんですけ

れども、その中で一番問題は、実は著作権が切れているかどうかという問題で、これは図

書館さんに随分調査していただいて、あるいは交渉していただいて、まず、デジタル化で

きるという前提が、著作権が、保護期間が切れているか、あるいは了解していただいてい

るかということが非常に重要だったんですね。 

 そういうところやりまして、６月にテーマ選定ワークショップというのをやったんで

すけれども、一応２０名を目標だったんですけれども、市民参加者が１９名で、あと、ア

ドバイザーに慶応大学の図書館学の権威の田村先生と池谷先生になっていただきまして、

あと、茅ヶ崎市の関係課かいから５名の方も参加していただきました。 

 そんなことで、現物を出したり、ＫＪ法でグループ分けをやったり、ここで見ていた
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だけるとわかるように、参加者からいろいろな意見が出て、正直、収集に困ったんですけ

れども、こんな状態で、これをさらにいろいろ分類しまして、テーマ選定ワークショップ

をやりました。 

 結果的には、全部絞り込むのは難しいねということで、かなり皆さんの意見を尊重し

て、いろいろなものをデジタル化したというところです。 

 ワークショップに出ていただいた評価は、アンケート調査上は、「よかった」と「ま

あよかった」を合わせて８４％なので、まあまあご満足いただいけたのかなと思います。 

 それから、そういうことでデジタル化資料は結構広い範囲にわたったんですけれども、

ここに書いてあるような項目に分けてみました。 

 最初、３００コマを予定していたんですが、４００コマぐらいになりました。それか

ら南湖荘さんから資料を提供したりもしていただきました。 

 そんなことですので、先ほど小原さんの話にあったように、結局、スキャンして、そ

れをソフトを使って、ゆがんでいるものを直したり、いろいろな操作がありまして、それ

からホームページの構築をしていったというところですね。 

 それでホームページができ上がりまして、それを使っていただこうということで、市

民の方約３０名に来ていただいて、先月、体験セミナーをやりました。ここでほぼ公開と

いうことになると思うんですけれども、そんなことで、この風景ですけれども、こんな状

態で、ＫＪ法を使ったりしまして、いろいろな意見を出していただきました。 

 これは、実は、非常に好評だったんですけれども、アンケートの回収率は９０％ぐら

いだったんですけれども、皆さん「よかった」「まあよかった」というようなことで、一

応ご満足いただけかなと思います。 

 あと、ライブラリーの公開は、１１月２０日に市立図書館のホームページからリンク

を貼っていただきまして、現在は公開状態です。どんどん必要なところ、あるいは皆さん

から意見のあったところは修正はしております。それで、まあ、公開しましたということ

で、今でも見ていただけます。 

 来年は、１月にワークショップ、３月にシンポジウムを予定しています。一番問題は、

来年度は、こういうワークショップを通じたりして、いろいろな市民の方の意見をいただ

きますので、１つは、デジタル資料の更なる充実を図っていくということと、それから、

それをいかに活用していただくかというのが非常に問題なので、そのあたりをいろいろ研

究してやっていきたいと思います。 

 それから、いろいろな人にこういうものがあるというのを知っていただかないといけ

ないということで、広報の、あるいはイベントの実施ということで考えております。 

 以上です。 

 

○事務局 

 ありがとうございました。 
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 それでは、質疑に移ります。委員長よろしくお願いします。 

 

○大江委員長 

 それでは、どうぞご質問のある方。どうぞ髙橋さん。 

 

○髙橋委員 

 どうもありがとうございます。 

 これ、実は結構自分も注目しているんですけれども、大体８テーマで４００点ぐらい

ということなんですけれども、１つの作業にかかる時間はどの程度のものなのかというの

と、あと、著作権で問題になったケースというのはあったのか、ないのかがわかれば。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 まず、デジタル化するのに、実は、１点、１点、何分かかったのかというのは測って

いないんですけれども、正直なところ、手のかかるものは非常に手がかかるんですね。例

えば、スライドというか、全体像を写真なんかで撮っていた場合は、分割してつくってき

て、それをまたソフトで編集したりするので、そういうのは何時間と１点でもかかってし

まうんですね。あと、例えば、本みたいなものはどんどんできるんですけれども、それで

も、曲がってしまうとか、そういうことで、すいませんけれども、１点、１点に何分かか

ったかというのは言えないですけれども、かなり、図書館に嫌がられるぐらい通い詰めた

ような状態です。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 著作権に関しては私のほうからお話をさせていただきます。 

 基本的には保護期間の切れたものをアップするということなんですが、問題というこ

とではなかったんですけれども、今回、茅ヶ崎市史ブックレットを表紙だけでも載せられ

たらいいんじゃないかと、資料の紹介ということで載せています。ただ、中身に関しては

著作権的にちょっと厳しいということは、今現在販売しているものもあるということもあ

りまして、表紙のみということなんですが、この間の体験セミナーでは中身も見たいとい

うことがありましたので、来年度になるかと思うんですが、目次だけでも見せられればい

いかなという、そこが著作権的には問題がない範囲でいけるかなとは思っております。よ

ろしいでしょうか。 

 

○大江委員長 

 ほかはいかがでしょうか。じゃ、まず岩壁さん、それから伊藤さん。 

 

○岩壁委員 
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 大変楽しみにしております。よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 いろいろな意味でご苦労がたくさんあったんだろうと思うんですが、今、公の機関で

図書館と、あと郷土資料館とか、そういうのがありますよね。そういうところが一番持っ

ているんでしょうか。郷土資料は。 

 それが１点と、ちょっと確認をしたいんですが、体系的に統合的な資料として何を目

指すことなのか、それとも、今後の、先ほどデジタル資料の更なる充実ということをおっ

しゃっていましたけれども、充実したい部分はどういうものなのか、それを教えてもらい

たいんですが。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 まず、後ろのほうの答えからいきますと、内容的には、実はデジタルライブラリーと

いうのは、国会図書館から始まりまして、周辺の図書館でもやっているところもあるんで

すけれども、茅ヶ崎らしいものにしたいなというのが、郷土資料と銘打っているのもあり

ますので、そういうことで。 

 それから、体験セミナーとかワークショップを通じて市民の方からいろいろなご意見

がいただけますので、それをできるだけ反映して、だけど、正直言っていろいろな意見を

述べられるので、全部が全部受け入れられるわけじゃないんですけれども、そういう市民

の方々が欲しいなというものをうまく活用していきたいと思うんですね。例えば、さっき

著作権の話が出ましたけれども、せめて目次ぐらいは公開する。確かに通販サイトなどを

見ると、書籍に関しては多くの場合目次まで公開していますので、そういうことで、目指

すものは、茅ヶ崎らしいデジタルライブラリーということで考えています。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 あと、郷土資料が集まっているのを見られるところということで、市の話で申し上げ

ますと、文化生涯学習課の市史編纂のほうでは資料としては持っておりますが、こちらは

内部ということで、公開をしているものではございません。そちらにもありますし、ただ、

図書館の場合は、一般の方がご覧いただけるようにということで収集に努めているところ

です。国立国会でも持っていない地域の資料に関しては、茅ヶ崎市立図書館で収集して、

皆さんに公開できるようにするというのが使命として持っているなと思っているところで

はございます。お答えになっているでしょうか。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 市の方に申しわけないですけれども、実は図書館の隣が美術館なんですね。美術館も

非常にたくさん持っていますし、今度、資料館を新たに移転するということで、またいろ

いろな資料を持っているんですね。ところが、正直言って縦割り組織型でなかなか。だか

ら、先ほどの選定セミナーのときは関係各課に出ていただいたんですけれども、すぐにい
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くかどうかわかりませんけれども、私たちの希望としては、茅ヶ崎市全体で持っている資

料を何とかしたいなとは思っているんですが、簡単にはいかないなと思っています。 

 

○大江委員長 

 どうぞ伊藤さん。 

 

○伊藤委員 

 デジタルライブラリーということで２つお聞きしたいんですが、１つは、先ほど図書

館の方が、スマホからアプローチしていく。今やってみると、スマホからＰＣにいかない

と、今はダメな状態なんですね。ＰＣ画面に。トップ画面がですね。ぜひスマホの画面の

トップ画面にデジタルライブラリーに直接行けるようにできたらなと思うんです。 

 もう一つは、デジタルライブラリーということで映像資料、写真資料、絵画資料を含

めて、すごく得手なものだと思うんですが、驚くほど、キャンプ茅ヶ崎、あるいはコロネ

ット作戦のころの写真とか資料が、茅ヶ崎はかつて数十年前は結構発掘した方々がいるん

ですけれども、ないんですね。特に南の歴史にとっては、キャンプ茅ヶ崎の歴史はとても

重要。私が子どものころも、統治下があったりとか、そういう状態でしたので、ぜひそこ

ら辺も、できれば取り込んでいただければ。著作権フリーで提供する方はいるんじゃない

かと思いますし、絵画も結構あるみたいなんですね。ぜひそこはお願いしたい。もし予定

されているならばお願いいたします。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 まず、最初のほうのスマホ対応は、そういうつもりで開発しているんですが、まだう

まくいっていなければ申しわけないですけれども、一応、今のホームページはスマホから

も見られるようなことで考えております。それが１点です。まだ十分じゃないかもしれま

せん。 

 それから、２番目の、例えば、コロネット作戦なんていうのは、文化生涯学習課がつ

くった冊子で立派なものがあるんですよね。だけど、それがまだ表紙しか公開できないん

ですけれども、おっしゃるように、茅ヶ崎は昔から鉄砲道もありますように、鉄砲の話か

ら始まって、戦争中、戦後はアメリカ軍のキャンプになったりして、そういうことが集め

られればいいんですけれども、先ほどの著作権の内容があるんですけれども、今後検討し

ていきたいと思います。 

 

○伊藤委員 

 よろしくお願いします。 

 

○大江委員長 
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 ほかはいかがでしょうか。どうぞ。 

 

○草野委員 

 ホームページについては、テスト版じゃなくて、もう公開しているという形でよろし

いですか。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 ホームページというものは、基本的にベータ版とかいう言い方をするんですけれども、

もう公開して、公開しながらどんどん直していくということになります。公開したという

ことで考えていただいていいと思います。先ほどの伊藤さんのように、不都合なところが

あったら、どんどん教えていただきたい。どんどん改良していきます。 

 

○草野委員 

 どんどん改良していただけるという一言を引き出したかったので、質問させていただ

きました。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 どんどん改良します。 

 

○草野委員 

 もう一つありまして、セミナーを見ていると、ｉＰａｄを全員に貸し出して体験させ

ていたということがあったと思うんですけれども、これは図書館としてはそれをそろえて、

どんどんデジタル化を推進していくという認識でよろしいんでございましょうか。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 今回のイベントのｉＰａｄは、全部シニアネットさんのほうでご用意いただいて整え

ていただいたものになります。残念ながら図書館としては貸し出し用のｉＰａｄというの

はないんですが、ただ、図書館にはインターネットで検索するための端末がございますの

で、ｉＰａｄではないんですが、お越しいただければ、そこの端末からご覧いただく、国

立国会のデジタルのほうのアーカイブも見られるようにはなっておりますので、そちらを

ご利用いただくという形。 

 

○草野委員 

 ありがとうございます。 

 

○大江委員長 
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 私からも１つ質問したいんですが、１年おやりになって、デジタル化すべきというか、

したほうがいいという全体の量のどれぐらいの量がこの２年間でデジタル化可能になるん

だろうか。そういう、おおまかでいいので、当たりみたいなものはあるんでしょうか。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 始めてみてぶつかった壁ではあるんですが、どちらかというと著作権上出せるものと

いうものが本当に限られております。郷土資料としてはかなりの数を持っているんですけ

れども、そこを全部公開できればいいんですが、著作権でオーケーなものから言うと、あ

のリストのうちの結構の部分はできている部分はあるのかなとは思って、ごめんなさい、

何割までは数字を出していないんですが、申しわけありません。 

 

○大江委員長 

 今の質問の意図は、この事業を今後どういうふうに、つまり、２年間デジタル化した

ということで一応おしまいということで、あとは活用を考えていくというふうにいくのか、

それとも、さらにつくり続けるということが必要なのかという話になってくるかと思うん

ですが。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 おっしゃるとおりで、２年間で、今、可能なものについては、ほぼほぼできるような

形で、協働事業が終わった後は、職員の手で細々とできていったらいいなという構想です。 

 

○大江委員長 

 ありがとうございました。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 市民活動団体としてはぜひ続けていただきたいんです。協働推進事業では終わってし

まうということはわかるんですが。 

 

○大江委員長 

 最後に１問ぐらい。どうぞ岩壁さん。 

 

○岩壁委員 

 不要な質問かもしれませんけれども、成果品の帰属場所はどのように検討されていま

すでしょうか。 

 

○大江委員長 
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 それはサーバーの場所ということですか。 

 

○岩壁委員 

 いや、デジタル化した成果品。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 デジタル化した画像データに関しては、事業を始まる前から、最終的には図書館側で

いただくということではお話をさせていただいています。ただ、サーバーは今そちらにあ

りますので、移行ということになろうかと思います。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 協定書上は、著作権とかいろいろなのがありまして、例えば、著作人格権ということ

を考えると、それを操作した権利というのは消せないということもありますので、一応、

協定書上は両者に帰属するということになっているんですけれども、ただ、具体的な問題

が起こったときは、もちろんうまく移行するようにしたいと思います。 

 

○事務局 

 ありがとうございました。 

 「郷土資料デジタルライブラリー」のプレゼンテーションでした。ありがとうござい

ました。（拍手） 

 以上で予定しておりました２つの事業のプレゼンテーションが終了いたしました。こ

れより総括質疑に移ります。総括質疑は、本日プレゼンテーションしていただきました団

体様と担当課にこの輪に入っていただきまして進めてまいりたいと思います。 

 席の移動を職員がご案内いたしますので、よろしくお願いします。 

（席移動） 

 

○大江委員長 

 こういう形式は初めてなんですけれども、何となくいい感じかなと思います。今回、

提案団体は残念ながら少なかったんですけれども、そのかわり、こうした形で、わりと密

に意見交換ができるかなというふうに思います。 

 総括質疑につきましては、質疑応答の中で十分に議論ができなかったこと等について

も意見交換するんですけれども、全体としましては、協働を進めていくことによって、自

分たちのそれぞれの市民の団体のほうの活動の成長・発展していくための展望が持てると

いうような感想もいただいていて、具体的な事業をイメージしながら、協働事業全体につ

いて意見交換するということが１つのポイントかなというふうに考えています。 

 ということなんですが、自由にご意見をいただきたいということでございます。どな
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たからでも結構ですが、いかがでしょうか。どうぞ。 

 

○西野委員 

 最初のプレゼンテーションでお伺いした、はまかぜ菜園のところで、アンケートか何

かで「満足」とかいう意見をいただいたと思うんですけれども、今後なんですけれども、

どのような観点でこういった事業に対してよかった点があるか、ないかとかいうのを踏ま

えたアンケートを実施していただきたいなということが意見としてあげたいと思います。 

 

○青少年課 

 ありがとうございます。アンケートの内容につきましては、団体さんとアンケートの

内容を詰めさせていただいて、あしたから実施させていただきます。 

 

○西野委員 

 よろしくお願いします。 

 

○大江委員長 

 ほかはいかがでしょうか。じゃ、伊藤さんどうぞ。 

 

○伊藤委員 

 ２年目に入るので、その後の作業として協働事業は市の責任が重くなるんだと思うん

ですが、それぞれの事業について、市の方にお聞きしたいんですが、最初の事業に関しま

しては、先ほど申し上げましたように、どうやって菜園に市民が結びついていくかという

促進策、例えば、市の持っている公有地を利用していただくであるとか、あるいは、プラ

ンター菜園なり、そういったものをどうやって盛んにしていくかという施策を打てるかど

うかということにかかっているんだと思うんですね。１つは。もう一つは、ボランティア

ということ。 

 図書館のほうは、先ほど委員長から質問がありましたけれども、今後、デジタルライ

ブラリーをどうしていくか。理想的には、市民がデジタル資料を提供して、著作権をそも

そもクリアした状態でもって、自分の写真あり、あるいは自分の絵なりを提供することが

手早いんだと思うんですね。もちろん、それから、市の所有しているほかの資料について。

図書館のほうにお聞きしたいのは、そういったフォローアップ、あるいは今後の施策につ

いてどのようにお考えになっているか、あるいはどういった仕組みをつくっていくか。 

 ２つの質問でしたけれども、はまかぜについては、市がどのように拡散していくか、

ポタジェならポタジェ。それから、図書館に関しては、どうやってデジタル資料を今後自

然にふやしていけるか、無理なくふやしていけるか。どういった施策を考えているか、そ

れぞれにお聞きしたいと思います。 
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○青少年課 

 それでは、はまかぜ菜園のほうから回答させていただきます。 

 はまかぜ菜園は５８平米ということで、ごく限られた土地です。これが例えば卒業し

た後に家の庭でやっていただく方もいらっしゃいますし、当然、ベランダ等でやる方もい

らっしゃるかと思います。市のほうとしては、市民農園だったり、耕作放棄地とか、いろ

いろな手法があります。その中で具体的に４０名程度の方が参加した中で、この方々がど

のような形でやっていくのかというお話を聞きながら進める考え方は１つあるんですけれ

ども、それですと４０名だけの規模にしかならない。この事業にもっと多くの方が参加し

ていただくということでありますと、体験学習センター自体がこれからオープンするとい

うことで、まだ施設自体の周知が市民の方全員に知れ渡っていないという現状があります。

例えば、愛称募集をしながら、約６００人の方の投票があって、一部の方にはかなり伝わ

っている。また、市長記者会見のユーチューブなんかでは１，０００回を超える再生回数

があるということなんですが、まだまだ周知が足りないということなので、菜園を含めた

中で、全体でこの施設を周知をしていく。これは地域施設ではなくて、茅ヶ崎市の全体を

対象とした施設ですので、その辺のところの中で南側の地域の方であったりとか、北部の

人であったりとか、それぞれ対応が変わってくるかと思うんですが、その辺のところを縦

割りではなくて、経済部とか、ほかの部と話をしながら、マッチングをさせながら進めて

いきたい。今、自分の課としてできることは、施設の周知を積極的にしていくということ

で、職員がまずいろいろなところを回って活動をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

○大江委員長 

 どうぞ、図書館。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 ご質問ありがとうございます。 

 多分、伊藤委員さんよくご存じのことなのでご質問いただいたかと思うんですが、実

際、ほかの図書館を見ていたりすると、デジタル化はしたけれども、その後資料はふえな

いとか、つくったけれども、活用はなかなかというのが、そういったシンポジウムとかに

行っても課題として挙がってくるところですので、こちらの図書館としてもやはり同じよ

うに課題として認識しております。 

 もともとこのスタートは図書館で持っている資料をデジタル化して公開というところ

からスタートではあったんですが、その先を考えていくと、伊藤委員がおっしゃったとお

り、著作権の問題がクリアできるような形で少しずつふやしていくというようなことも考

えていかなければならないなと思っているところです。 
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 デジタルライブラリーはいろいろな可能性があるものだと、先ほどの質疑の中でもご

意見、ご要望いただいたとおり、図書館だけの資料に限らないとか、いろいろあると思う

んですが、今、図書館としてこう、というのは決めることは難しいと思いますが、そうい

うことも考えてつくったけれども、活用されない、放置されているというのだけは絶対に

避けたいと思っているので、これをきっかけに学びが広がっていくような方法を図書館と

しても、図書館だけの中にとどまらずのところでいろいろ考える１年に来年していきたい

かなと思っております。 

 

○大江委員長 

 どうぞ、ほかにいかがでしょうか。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 きょうの報告とは無関係なんですけれども、今回、来年度、続いているところの２テ

ーマの公開プレゼンテーションなので、来年以降、協働事業はどうなるかというのが非常

に心配なんですね。ことしを見てみますと、行政提案型が１つもなかったと。市民提案型

も、意見交換会には１０のテーマが上がったんだけれども、１つも企画書まではいかなか

ったと。そのあたりは市としては来年以降この協働事業をどういうふうに考えられている

のかなということをちょっと。非常に心配しているんですけれども。 

 

○大江委員長 

 市の方針がどうかわかりませんけれども、今のような状況の中でどう見ていらっしゃ

るかといいますか。基本的にこの仕組み自体は続けていくことになる。たまたまことしは

少なかったのかなと思いますが、その辺いかがでしょうか。 

 

○事務局 

 今回、行政提案型ということで２事業、２年目の事業を提案していただいていて、残

念ながら、今年度の募集に関しては、テーマ自体が市のほうで上がってこなかったという

ような現状があります。市民提案型も同じく協働推進事業なので、あわせてご回答申し上

げますと、協働推進事業というのは、市の公共事業として実施します。市の公費で、担当

課もちゃんとついて、総合計画の実施計画に位置づいた事業の一つとして実施されるとい

うような趣旨の事業でございます。 

 公共事業全体で考えると、一定の成果を見越した上で事業を計画して予算をつけて、

計画立ててやるんですけれども、成果のためにどんな手法が一番マッチするか、その成果

を上げるためにどんな手法が望ましいのかを考えて、直営なのか、委託なのか、協働なの

かというような手法の組み立てを考えると。今年度はたまたまどの事業も、成果を見越し

た上で、協働よりもほかの手法のほうがいいというふうに考えられたものが多かったので、
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担当課のほうから行政提案型のテーマとしてなかなか上がってこなかったのかなと思いま

す。 

 制度自体は、今までずっと行政提案型は同じような形で担当課から上げてもらって、

それが協働としてふさわしいかどうかを、この推進委員会とか、市役所庁内の会議の中で

決定して公募するというような過程を踏んでございますので、そこら辺は変わりがなくて、

職員に向けても、成果を見越す上で協働という手法はこういうメリットがあるんだという

ような研修は行いながら、毎年、募集しているというような流れです。来年度以降もおお

むねこういった形態で事業のほうは同じく進めていこうと、そのように考えています。 

 

○大江委員長 

 どうぞ。 

 

○湘南ふじさわシニアネット 

 どうもありがとうございました。たまたまことしはこうなったということの理解でい

いですね。 

 

○事務局 

 はい。 

 

○青少年課 

 体型学習センターの３年目以降のところ、先ほど私のほうから説明が足りなかったの

で、ちょっと補足で説明をさせていただきます。 

 行政提案型推進事業ということで、うちのほうが提案をさせていただいたということ

で、センターの菜園というのは、この後、恒常的に菜園が継続してあります。このやり方

としまして、今、半農半Ｘさんと一緒に協働推進事業をやっていた。この検証をしながら、

来年以降、協働でやるのがいいのかどうかというのは、また再度考えるわけでございます。

３年目以降どうするのか。もし仮に協働の手法がいいといった場合には、じゃ、その相手

方をどうするかといった場合に、当然、半農半Ｘさんの企画案というのは非常によく継続

してやりたいという気持ちは、今のところ、十分あります。 

 しかしながら、相手方に関しては、半農半Ｘさんの一緒にやった中の、例えば、卒業

生が同じような市民活動団体をつくって、新しい提案をしていただく可能性とかもありま

す。そうすると、行政提案型をもし出した場合に、半農半Ｘさんのポタジェガーデンの新

しいバージョンでやるのか、もしくはほかの企画案でやるのか、例えば、卒業生が新しい

団体をつくって、新しい案を出した場合には、それと戦うというわけではないんですが、

より質のいいものを施設の方向性ということでどちらがいいのかを選択する、そんなよう

な市民活動の更なる発展もありますので、まず、協働でやるのか、手法を考えた後、相手
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方も一緒にやりたい気持ちも十分あるんですが、それが適切なのかどうかと、２段階で考

えて進めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○大江委員長 

 いかがでしょうか。どうぞ。 

 

○岩壁委員 

 それぞれ１点ずつお伺いしたいと思います。子どもから高齢者の世代間交流というこ

とで、先ほど９歳とおっしゃっていましたね。こういうものを通じて、ぜひ子どもたちに

達成感を、あるいは参加者全体かもしれませんけれども、達成感を味わわせていただきた

いなというふうに思っております。それが将来、家庭菜園とか、そういうものにつながっ

ていくんだろうなというふうに思います。 

 それで、これはよく、今、土づくりということをこの中に書いてありましたけれども、

ご承知だと思うんですが、私も子どものとき、南のほうで育ちましたものですから、東海

道線から。ほとんど砂地で、あのときの記憶を見ると、麦畑であったり、麦畑にヒバリが

飛んでいたり、あるいはサツマイモの畑であったり、野菜はあまりなかったなという記憶

があるんですね。北のほうへ行くと土壌が肥えていますから、わりといろいろなものが栽

培されておりましたけれども、おそらくご承知だと思うんですが、そういうような技術的

なものも、市内を対象というふうな話をされていましたものですから、そういうものを活

用していくような講座みたいなものも必要になってくるのかなというふうに思っておりま

す。それが１つです。 

 それから、デジタル化のほうですが、先ほど、大江委員長もすごく気にされていまし

たけれども、私も、将来これはぜひ充実させていただきたいなと思っております。実はな

ぜそういうふうにいいますかというと、昨年、私、うちのほうの関係している組織の中で、

歴史の資料集をつくったんですね。茅ヶ崎市に見ると、体系的に整理されていない部分が

たくさんあったんですよね。そういう意味で、茅ヶ崎ならではの資料が体系的に整理され

ると、いろいろなものに活用できるのかなと思っております。特に、著作権の関係はクリ

アすることが必要なんですが、まだ眠っている資料が各家庭の中にもあるのかもしれませ

んけれども、そういうような呼び水をしていただければ、将来につながっていくのかなと

いうふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

 

○大江委員長 

 要望的な部分が多かったと思いますけれども、何か今のことについてコメントいただ

ければと思いますが。どうぞ。 
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○湘南ふじさわシニアネット 

 茅ヶ崎市の歴史が十分整理されていないという、これはきりがないところもあるんで

すけれども、正直なところ、茅ヶ崎市の今の努力を見ていると、文化生涯学習課で市史編

纂担当があって、毎年、ブックレットを開拓して、かなりいいものを出しているなという

ところもありますし、それから、今度新しく北側に資料館が移転して本格的にやるという

ことなので、そういうのも期待しているんですけれども、あと、私たち、これをやりまし

て、いろいろな市民活動団体が郷土資料を整理しようとして努力されているので、そうい

ったところともうまく連携をとれたらいいかなと思っていますけれども、そういうことで、

いずれにしても、先生から言われないように、茅ヶ崎市は歴史はちゃんと整理しているよ

というような状況に持っていきたいと思いますので、どうでしょう。 

 

○茅ヶ崎市立図書館 

 今、小林さんからお話しいただいたとおりだと思うので、先ほど「呼び水」という言

葉を使われたんですが、これをきっかけに、市郷土資料というのはわりと埋もれていると

いうところがありまして、本来、私ども図書館が表に出ていって収集するというふうに出

ていくべきところ、なかなかできていないという反省もあり、ここを呼び水にして集めて

いくことに、更なる充実をというところにいけたらいいなというところを思っております。 

 

○半農半Ｘを楽しむ会 

 先ほどお話しいただいたんですけれども、茅ヶ崎は本当におもしろいところで、北側

は里山が広がって、川もあれば、海もあって、砂地で南側のほうは野菜づくりにすごく苦

労されているというのは伺っている限りなんですけれども、そこの場所、場所に応じたや

り方というのを一緒に考えていくというのがすごくおもしろいなと思いまして、横並びで、

じゃ、どうしようかというところをまた考えていきたい。砂地であれば、大量の有機物も

必要ですし、有機物をどうやって入れていけばいいか。家庭の残飯をうまく発酵させて入

れるとか、そういう循環を学びながら、楽しく知識を得ていただけるような仕組みという

か、流れというのを考えていきたいと。そういう意味では、茅ヶ崎はとても好条件がそろ

っているというか、いろいろな地域からお越しになられると思いますので、その中でディ

スカッションというか、議論を深めながら、皆さんの理解を深めていくというところを私

自身も楽しみにしております。 

 

○大江委員長 

 それでは、ほぼ時間になりましたので、幅広く意見交換ができたかなというふうに思

います。私の最後の挨拶の前に、事務局のほうから何かアナウンスがあれば。 

 

○事務局 
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 本日いただきましたプレゼンテーションを受けまして、１２月末を目途に結果に関し

て通知をさせていただきます。評価結果の通知の際、事業の採否のほか、採択条件や予算

の査定結果などが含まれている場合もございますので、ご確認のほどよろしくお願いした

いと思います。 

 それでは委員長、挨拶をお願いします。 

 

○大江委員長 

 きょうはどうもありがとうございました。きょうは行政提案型の２事業ということで

ありますし、また、それぞれが本来の事業の中で継続的に行っていくという事業の中に組

み込まれた協働事業であるという特徴があったかと思うんですね。ですので、今後どうな

るかということについて、例えば、はまかぜ菜園であれば、これは、あの施設全体が例え

ば指定管理になるということがあるとすれば、その一部でもいいんですけれども、その中

に入っていくような展開というのはあるのかなと。例えば、これは一番最初、周りの２階

のテラス部分の植栽の管理も含めて協働事業という話があったんですけれども、その部分

と実際に植木をチョキチョキやるのと、菜園をどういうふうに市民が参加してやっていく

かというのは、ちょっと性格が違うだろうということで、２つにお分けになったわけです

よね。 

 そういう形で、これから直接的に、例えば委託事業でやっていくのか、指定管理の中

に含まれて、そして、指定管理者がＮＰＯや市民と組んでやっていくというスタイルもあ

るので、いろいろな展開の仕方があるのかなという感じはしていますが、いずれにしても、

つくった菜園をずっと有効に市民サービスとして使い続けていくと。そこには、単に使っ

ていますじゃなくて、市民が参加して、そして幅広く使われていくというところにつなが

っていくということが多分目的として重要なので、そこに向けて、いろいろなアイデアを

出したりしながら、うまく展開していくんだろうなというイメージが描かれるものだと思

います。 

 図書館のほうも、図書館の本来の事業の中に位置づけられていて、そして、それを単

にその収集物をデジタル化するというだけじゃなくて、それを活用していく。そういう意

味で、図書館が行っている市民サービスというものがより広く行き渡るために、やはり市

民の参加が必要で、そして、興味を持ってくださった方々がふえていくことによって、資

料収集にもつながっていくし、また、それを公開して利用するのにつながっていくという

ような循環の中にあるのかなという感じがしますので、これは、どういう事業として本来

の図書館の予算の中に入っていくのか、次はまた違うテーマをつくって、またこれと同じ

ような形でやっていくのか、これもいろいろな展開があるかと思いますが、いずれにして

も、わりと本来事業の中に組み込まれたものである。そして、それを市の職員の方たちだ

けが担うのではなくて、いかに市民の参加を得て、結果的にそのサービスがより広く深く

行き渡るか、そういう位置づけの中にあるかと思うんですね。 
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 これまで、行政提案型の中には、わりとプロジェクト型である、一定期間やったら、

それでおしまいと。文化会館の改修の際の事業なんかもそうだったと思いますけれども、

そういうタイプのものもありますし、かなり継続していくものもあるということもあって、

僕、前からずっと問題視としてあるんですけれども、そしてそろそろ私の任期もおしまい

なので、協働事業というものを、どういうカテゴリーの中にあって、そのカテゴリーとし

て考えると、展開としては幾つかのパターンがあるような感じがするんですね。そういう

ふうにして具体の事業を見ながら、こういう事業はこういう展開があり得るんだというこ

とを蓄えて、そして、これから提案されていく事業についても、そういうものを参照しな

がら、よりうまく発展できるような方向性を、行政も委員会も、そして市民の方々も意識

しながらやっていけると、協働事業という形で、さっきご挨拶の読み分ありましたように、

１２年間、約１００の事業がこれまで行われてきたというものを、豊かな茅ヶ崎の資産と

してより発展させていくことができるんじゃないかなというふうに感じました。 

 きょうは、市民提案型がないので、市民提案型のほうもおそらく同じような形で、何

らかの整理をして、これから出てくるものをうまくい続けて育てていくというふうにでき

るんじゃないかと思っているので、そんな方向で進んでいけばいいなというふうに思って

おります。 

 ということで、私のご挨拶兼感想みたいなことで申し上げました。きょうはプレゼン

テーションどうもありがとうございました。これにてきょうの会議を終了というふうに、

閉会というふうにさせていただきます。 

 

○事務局 

 ありがとうございました。 

 以上をもちまして、平成３１年度実施協働推進事業公開プレゼンテーションを閉会い

たします。ありがとうございました。 

 

 

 

委員長署名 大江 守之     

 

委員署名  北川 哲也     
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